
一

持
続
す
る
志　

一　

　
　

― 

秋
月
悌
次
郎
の
北
越
潜
行
と
「
北
越
潜
行
詩
」
を
巡
っ
て

中　

西　

達　

治
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一
会
津
若
松
城
下
三
の
丸
跡
に
、
秋
月
悌
次
郎
の
詩
碑
が
あ
る
。

行
無
輿
兮
帰
家
無　
　

行
く
に
輿
無
く
、
帰
る
に
家
無
し
。

国
破
孤
城
乱
雀
鴉　
　

国
破
れ
、
孤
城
雀
鴉
乱
る
。

治
不
奏
功
戦
無
略　
　

治
は
功
を
奏
せ
ず
、
戦
は
略
無
し
。

微
臣
有
罪
復
何
嗟　
　

微
臣
罪
有
り
、
ま
た
何
を
か
嗟な
げ

か
ん
。

聞
説
天
皇
元
聖
明　
　

聞
く
な
ら
く
天
皇
も
と
聖
明
。

我
公
貫
日
発
至
誠　
　

我
公
貫
日
至
誠
に
発
す
。

恩
賜
赦
書
応
非
遠　
　

恩
賜
の
赦
書
ま
さ
に
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

幾
度
額
手
望
京
城　
　

幾
度
か
手
を
額
に
し
て
京
城
を
望
む
。

思
之
思
之
夕
達
晨　
　

こ
れ
を
思
い
こ
れ
を
思
い
て
、
夕
べ
よ
り
晨あ
し
たに
達
す
。

憂
満
胸
臆
涙
沾
巾　
　

憂
い
は
胸
臆
に
満
ち
、
涙
は
巾
を
う
る
お
す
。

風
淅
瀝
兮
雲
惨
澹　
　

風
は
淅
瀝
た
り
、
雲
は
惨
澹
。

何
地
置
君
又
置
親　
　

何
れ
の
地
に
か
君
を
置
き
、
ま
た
親
を
置
か
ん
。

此
戊
辰
年
輸
城
後
有
故

潜
行
北
越
帰
途
所
得
。

今
日
恍
如
夢
。
壬
申
十

月
逢
稲
毛
君
於
薩
摩
談

及
往
事
。
録
贈
之
云
。

　
　
　
　

秋
月
胤
永
子
錫

「
壬
申
十
月
、
薩
摩
に
お
い
て
稲
毛
君
に
逢
い
、
談
往
事
に
及
ぶ
。」
碑
面
の

添
え
書
き
に
従
え
ば
、
こ
の
原
本
は
、
明
治
二
十
五
年
、
薩
摩
（
鹿
児
島
）
に
お

い
て
、
旧
知
の
稲
毛
と
い
う
人
物
に
会
い
、
戊
辰
戦
争
当
時
に
懐
旧
の
話
が
及
ん

だ
際
、
揮
毫
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
時
六
十
八
歳
、
熊
本
に
あ
っ
た
第
五

高
等
学
校
教
授
と
し
て
、
生
徒
を
引
率
し
て
鹿
児
島
に
出
掛
け
た
折
の
出
来
事
で

あ
っ
た
。
悌
次
郎
は
明
治
維
新
以
前
、
安
政
六
年
か
ら
万
延
元
年
ま
で
、
藩
の

許
し
を
得
て
上
方
、
西
国
漫
遊
の
旅
を
し
て
お
り
、（
そ
の
時
の
知
見
は
、
後
に

『
観
光
集
』
七
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。）
鹿
児
島
入
り
は
二
度
目
に
あ
た
る
。

『
韋
軒
遺
稿
』
中
に
は
、
こ
の
第
二
次
鹿
児
島
行
の
際
作
ら
れ
た
詩
が
収
め
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
時
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。

�

十
月
至
薩
摩
弔
旧
知
西
郷
隆
盛
　
　
　
十
月
薩
摩
に
至
り
、
旧
知
西
郷
隆
盛
、

�

大
山
士
格
墓
恍
然
有
作
　
　
　
　
　
　
大
山
士
格
の
墓
を
弔
う
。
恍
然
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
あ
り
。

生
不
相
逢
死
相
弔　
　
　
　
　
　

生
き
て
相
逢
わ
ず
、
死
し
て
相
弔
う
。

足
音
能
達
九
泉
不　
　
　
　
　
　

足
音
、
よ
く
九
泉
に
達
す
る
や
否
や
。

挙
鞭
一
笑
敗
余
卒　
　
　
　
　
　

鞭
を
挙
げ
て
一
笑
す
、
敗
余
の
卒
。

亦
是
行
軍
入
薩
州　
　
　
　
　
　

ま
た
こ
れ
行
軍
、
薩
州
に
入
る
。

士
格
大
山
綱
義
は
、
西
南
戦
争
当
時
の
鹿
児
島
県
令
、
西
郷
隆
盛
に
与
し
て
戦

後
長
崎
に
お
い
て
斬
首
さ
れ
た
。
旧
知
と
い
う
の
は
、
悌
次
郎
と
彼
ら
が
い
わ
ゆ

る
会
薩
同
盟
に
よ
り
、
会
津
藩
と
薩
摩
藩
が
手
を
携
え
た
時
の
同
志
で
あ
っ
た
こ

こ
れ
戊
辰
の
年
、
輸
城
の
後
、
故
あ
り
て
北

越
に
潜
行
し
、
帰
途
得
る
と
こ
ろ
な
り
。
今

日
恍
と
し
て
夢
の
ご
と
し
。
壬
申
十
月
、
薩

摩
に
お
い
て
稲
毛
君
に
逢
い
、
談
往
事
に
及

ぶ
。
録
し
て
こ
れ
を
贈
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
月
胤
永
子
錫
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二

と
を
言
う
。
戊
辰
戦
争
の
際
、
西
郷
隆
盛
は
会
津
攻
撃
の
総
督
と
し
て
官
軍
の
指

揮
を
執
り
、
大
山
は
そ
の
下
で
鶴
岡
藩
を
攻
撃
し
て
敵
対
し
、
破
れ
た
会
津
藩
は

朝
敵
と
し
て
処
罰
を
受
け
る
が
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
に
は
彼
ら
は
一
転
賊
将

と
し
て
官
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
十
五
年
、
二
人

が
眠
る
墓
地
を
訪
れ
た
悌
次
郎
は
、
二
十
五
年
以
前
の
自
分
の
境
遇
を
振
り
返

り
、
現
に
官
途
に
つ
い
て
教
職
に
あ
る
自
分
を
「
敗
余
の
卒
」
と
自
称
し
、
彼
ら

を
弔
問
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
弔
詩
を
読
ん
で
、
改
め
て
詩
碑
の
添
え
書
き
を
見

る
と
き
、
彼
の
感
慨
の
尋
常
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
ま

た
、
あ
え
て
添
え
書
き
を
そ
の
ま
ま
詩
碑
に
彫
り
つ
け
た
建
立
者
の
思
い
の
深
さ

を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。

二

目
的
地
に
行
こ
う
に
も
、
乗
り
物
が
な
い
。
家
に
帰
ろ
う
に
も
敗
残
兵
に
帰

る
家
は
無
い
。

国
は
戦
い
に
破
れ
、
明
け
渡
し
た
孤
城
に
は
、
雀
や
鴉
が
乱
れ
飛
ぶ
ば
か
り

だ
。

治
国
の
策
は
失
敗
し
、
戦
い
は
ど
う
す
る
す
べ
も
な
か
っ
た
。

自
分
に
は
事
態
を
こ
こ
に
至
ら
せ
た
罪
が
あ
る
。
だ
か
ら
何
を
歎
く
こ
と
が

あ
ろ
う
。

天
皇
は
も
と
よ
り
聖
明
な
方
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

我
が
君
は
、
日
輪
を
も
貫
く
至
誠
の
行
動
を
取
ら
れ
た
。

そ
こ
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
、
赦
し
の
勅
書
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
も

遠
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
う
思
い
つ
つ
、
幾
度
か
手
を
額
に
し
て
、
は
る
か
京
城
を
望
む
。

夕
暮
れ
時
、
あ
れ
を
思
い
こ
れ
を
思
い
し
て
い
る
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
朝

に
な
っ
て
い
る
。

憂
い
は
胸
中
に
満
ち
、
涙
が
あ
ふ
れ
て
手
ぬ
ぐ
い
が
ぐ
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
し

ま
っ
た
。

風
は
わ
び
し
く
も
の
悲
し
げ
に
吹
き
、
雲
は
薄
暗
く
立
ち
こ
め
て
傷
ま
し
く

見
る
に
堪
え
な
い
。

亡
国
の
民
と
な
っ
た
自
分
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
忠
孝
を
全
う
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

お
お
よ
そ
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
な
ろ
う
か
。
開
城
し
て
将
兵
の
い
な
く
な
っ

た
城
に
乱
れ
飛
ぶ
鴉
や
雀
の
群
れ
、
軍
敗
れ
た
責
任
は
自
分
た
ち
に
あ
る
と
い

い
、
そ
の
よ
う
な
事
情
の
中
で
、
主
君
と
親
を
ど
う
処
遇
し
た
ら
よ
い
の
か
、
煩

悶
の
あ
ま
り
嘆
き
悲
し
む
ば
か
り
と
い
う
こ
の
詩
は
、
漢
詩
独
特
の
表
現
の
過
剰

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
亡
国
の
民
と
な
っ
た
敗
兵
の
慟
哭
が
こ
め
ら
れ
た
、
悲
壮

感
溢
れ
る
絶
唱
と
云
え
よ
う
。
後
世
、
会
津
の
三
絶
の
一
つ
と
し
て
愛
唱
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
が
こ
の
詩
の
内
容
を
よ
く
吟
味

す
る
と
、
微
妙
に
実
情
と
ず
れ
る
と
こ
ろ
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
同
じ
く
三
絶
の
一
つ
安
部
井
政
治
の
遺
作
「
函
館
歳
晩
」
は
、

海
潮
到
枕
欲
明
天　
　
　
　
　
　

海
潮
枕
に
到
り
、
天
明
け
ん
と
欲
す
。

感
慨
撫
胸
独
不
眠　
　
　
　
　
　

感
慨
胸
を
撫
で
、
獨
り
眠
ら
ず
。

一
剣
未
酬
亡
国
恨　
　
　
　
　
　

一
剣
未
だ
酬
い
ず
、
亡
国
の
恨
み
。

北
辰
星
下
送
残
年　
　
　
　
　
　

北
辰
星
下
、
残
年
を
送
る
。

と
、
函
館
に
転
戦
し
た
後
の
述
懐
で
あ
る
が
、
眠
れ
な
い
夜
を
明
か
し
た
作
者
の

心
情
が
一
点
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
、
永
岡
久
茂
の
「
過
白
石
城
下
作
」

独
木
誰
支
大
廈
傾　
　
　
　
　
　

独
木
誰
か
支
え
ん
、
大
廈
の
傾
く
を
。

三
州
兵
馬
乱
縦
横　
　
　
　
　
　

三
州
兵
馬
、
乱
れ
て
縦
横
た
り
。

覊
臣
空
灑
包
胥
涙　
　
　
　
　
　

覊
臣
空
し
く
灑
ぐ
、
包
胥
の
涙
。

落
日
秋
風
白
石
城　
　
　
　
　
　

落
日
秋
風
、
白
石
城
。

に
し
て
も
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
も
と
と
な
っ
た
列
藩
会
議
の
開
か
れ
た
白
石
城

を
望
ん
で
の
戦
後
の
感
慨
が
直
叙
さ
れ
て
い
る
。

作
詩
の
動
機
を
そ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
考
え
る
と
こ
の
詩
は
、「
輸
城
の
後
、

故
あ
り
て
北
越
に
潜
行
し
、
帰
途
得
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
添
え
書
き
の
意
味
す
る
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三

と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
明
治
元
年
十
月
、
会
津
若
松
城
開
城
の
後
、
猪
苗
代
に
謹
慎

し
て
い
た
悌
次
郎
が
、
密
か
に
越
後
長
岡
に
向
か
っ
た
帰
途
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
詩
想
の
浮
か
ん
だ
場
所
は
、
越
後
新
発
田
か
ら
会
津
若
松
に
至
る
会
津
街

道
の
途
中
の
束
松
峠
、
こ
の
場
所
は
、
越
後
か
ら
会
津
若
松
に
向
か
う
と
き
、
始

め
て
鶴
が
城
が
遠
望
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
注
１

作
詩
の
場
所
と
し
て
は
、
白
石
城
遠
望
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
読
み
込
ま
れ
た
情
景
心
情
に
は
、
明
白
な
差
が
あ

る
。
悌
次
郎
は
こ
の
詩
で
、
雀
鴉
乱
れ
飛
ぶ
孤
城
を
前
に
し
て
、
敗
残
兵
の
歎
き

を
歌
う
。
そ
う
し
て
、「
治
は
功
を
奏
せ
ず
、
戦
は
略
無
し
。」
と
敗
因
に
思
い
至

り
、
自
ら
に
そ
の
責
任
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
藩
公
の
至
誠
の
行
動
を
是

と
し
、
賊
軍
の
汚
名
を
受
け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、「
恩
賜
の
赦
書
ま
さ
に
遠

き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。」
と
歌
っ
て
い
る
。
い
つ
の
間
に
か
詩
は
、
束
松
と
い
う

地
点
に
お
け
る
感
慨
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
敗
戦
後
か
ら
、
現
在
に
至
る
時
間
の

流
れ
す
べ
て
を
受
け
た
叙
情
へ
と
飛
躍
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三
何
故
こ
う
い
う
抒
情
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
。
聖
明
な
天
皇
と
い
う
存
在
を
持

ち
出
し
た
背
景
に
は
、
本
来
会
津
若
松
藩
が
京
都
守
護
と
し
て
行
動
し
て
き
た
過

去
の
立
場
が
あ
る
。
悌
次
郎
に
し
て
み
れ
ば
現
在
の
官
軍
の
正
義
と
自
分
た
ち
の

正
義
と
は
本
来
同
じ
で
あ
る
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
彼
は
、
な
ぜ
戦
争
直
後
の
謹
慎
中
（
と
い
う
と
聞
こ
え
が
よ
い
が
、
実
質
的
に

は
降
虜
と
し
て
抑
留
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。）
で
、
戦
後
処
理
は
ま
だ
始
ま
っ

て
お
ら
ず
、
未
来
に
た
い
す
る
展
望
が
全
く
開
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
恩
賜
の
赦
書
ま
さ
に
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。」
と
歌
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

し
か
も
「
こ
れ
を
思
い
こ
れ
を
思
い
て
夕
べ
よ
り
晨あ
し
たに
達
す
。
憂
い
は
胸
臆
に
満

ち
、
涙
は
巾
を
う
る
お
す
。」
と
い
う
状
況
は
、
あ
き
ら
か
に
戦
後
こ
れ
ま
で
の

日
数
す
べ
て
を
踏
ま
え
た
抒
情
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
微
臣
罪
有
り
、
ま

た
何
を
か
嗟な
げ

か
ん
。」
と
歌
い
つ
つ
、
他
方
で
「
何
れ
の
地
に
か
君
を
置
き
、
ま

た
親
を
置
か
ん
。」
と
嗟
嘆
す
る
矛
盾
し
た
心
の
動
き
は
、
公
事
の
た
め
に
一
身

を
な
げ
う
っ
た
悌
次
郎
の
現
実
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
写
し
出
し
て
い
る
。
忠
臣
孝

子
の
面
目
躍
如
と
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
将
に
断
罪
さ
れ
よ
う
と

す
る
こ
の
時
、
切
迫
し
た
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
は
悲
嘆
に
く
れ

つ
つ
未
来
に
た
い
し
て
意
外
に
楽
観
的
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
読
し

て
、
こ
の
時
期
の
作
と
い
う
に
は
い
さ
さ
か
違
和
感
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ

る
。
注
２

四
『
韋
軒
遺
稿
』
中
に
、
こ
の
詩
は
、「
有
故
潜
行
北
越
。
帰
途
所
得
。」
と
い
う

題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
作
品
を
含
め
、
こ
の
詩
を
揮
毫
す
る
際

悌
次
郎
は
、
常
に
「
有
故
」
と
い
う
二
字
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
こ
の

詩
成
立
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
有
故
」
と
は
、
明
治
元
年
十
月
、
会
津
若
松
城
開
城
の
後
、
猪

苗
代
に
謹
慎
し
て
い
た
悌
次
郎
の
も
と
に
、
官
軍
方
の
旧
知
奥
平
謙
輔
が
寄
せ
た

手
紙
に
対
す
る
答
書
を
手
渡
す
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。

奥
平
謙
輔
は
、
長
州
藩
士
。
悌
次
郎
は
安
政
六
年
よ
り
万
延
元
年
に
か
け
て
西

国
漫
遊
を
し
て
い
る
。
奥
平
謙
輔
は
、
悌
次
郎
が
萩
を
訪
れ
た
際
対
面
し
て
悌
次

郎
の
風
貌
に
心
酔
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
に
は
、
長
州
派
遣
の
干
城

隊
の
参
謀
と
し
て
長
岡
、
新
発
田
、
新
潟
を
転
戦
、
会
津
開
城
の
際
に
は
会
津
坂

下
に
布
陣
し
て
い
た
。

お
た
が
い
が
別
れ
て
以
来
の
歳
月
を
数
え
、
中
国
の
故
事
を
引
用
し
な
が
ら
、

国
事
に
か
か
わ
っ
た
会
津
藩
と
悌
次
郎
の
身
の
上
に
つ
い
て
の
過
去
、
現
在
、
未

来
に
つ
い
て
説
き
去
り
説
き
来
た
っ
た
こ
の
手
紙
は
、
戦
場
倉
卒
の
間
に
記
さ
れ

た
と
は
思
え
な
い
名
文
で
あ
る
。

不
相
見
八
九
年
。
何
日
月
不
待
我
也
。
拊
髀
之
嘆
。
人
皆
有
之
。
想
子
亦
当

然
也
。
千
里
各
天
。
彼
此
参
商
。
天
命
無
常
。
朝
不
謀
夕
。
遂
使
我
二
三
兄

弟
不
好
是
講
。
戎
則
随
之
。
命
也
。
将
復
何
言
。
不
侫
以
歳
之
六
月
。
承
之注
３
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四

帷
幄
。
従
事
長
岡
。
其
七
月
自
柏
崎
海
路
襲
柴
城
。
遂
取
新
潟
。
持
其
余

鋒
。
以
臨
米
沢
。
米
沢
君
臣
如
崩
其
角
。
本
将
使
介
相
通
。
以
試
晋
国
之
暇

整
酒
薬
相
贈
。
以
倣
羊
陸
之
風
流
。
不
図　

王
師
自
東
者
先
祖
生
以
着
其

鞭
。【

大
意
】
逢
わ
な
く
な
っ
て
八
、九
年
に
な
る
。
日
月
が
た
つ
の
は
早
い
。

お
た
が
い
に
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ

た
。
私
は
図
ら
ず
も
軍
事
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
六
月
に
は
北
越
方

面
の
官
軍
本
営
参
謀
に
な
り
、
長
岡
城
攻
撃
に
従
事
し
た
。
七
月
に
は
柏

崎
か
ら
海
路
、
新
発
田
城
を
襲
い
、
新
潟
も
取
っ
た
。
勢
い
に
任
せ
て
米

沢
に
向
か
う
と
、
米
沢
の
君
臣
は
崩
壊
し
た
。
彼
ら
に
節
義
は
な
か
っ

た
。

冒
頭
の
趣
旨
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。「
不
相
見
八
九
年
、」

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
京
都
時
代
の
交
流
で
は
な
い
。
自
分
が
今
こ

こ
に
い
る
の
は
何
故
か
、
攻
撃
軍
の
前
に
も
ろ
く
も
敗
れ
去
っ
た
旧
幕
府
に
味
方

し
た
軍
事
体
制
、
転
戦
の
次
第
を
書
き
綴
っ
た
後
、
本
文
は
さ
ら
に
続
く
。

夫
貴
国
為
旧
幕
府
亦
至
矣
。
徴
貴
国
則
徳
川
氏
之
鬼
不
其
餒
。
而
臣
各
為
其

主
職
也
。
季
布
之
節
雖
不
如
韓
張
之
先
見
。
此
之
丁
公
之
弐
。
則
有
余
矣
。

貴
国
似
之
。

【
読
み
下
し
】「
夫
れ
貴
国
の
旧
幕
府
の
為
に
す
る
や
亦
至
れ
り
。
お
の
国

に
徴
す
れ
ば
則
ち
徳
川
氏
の
鬼
も
そ
の
餒
を
な
さ
ず
。
し
こ
う
し
て
臣
は
各

お
の
そ
の
主
の
為
に
職
す
る
な
り
。
季
布
の
節
た
る
、
韓
張
の
先
見
に
し
か

ず
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
は
こ
れ
、
丁
公
の
二
な
れ
ば
、
す
な
わ
ち
余
り
あ

り
。
貴
国
は
こ
れ
に
似
る
。」

【
大
意
】「
鬼
」
は
、
徳
川
氏
の
亡
魂
、
神
霊
の
こ
と
。
会
津
藩
が
こ
の

度
抗
戦
し
た
か
ら
こ
そ
徳
川
氏
歴
代
の
亡
魂
も
休
ま
る
こ
と
が
出
来
た
の

だ
。
も
と
項
羽
の
臣
だ
っ
た
季
布
は
、
後
の
漢
の
高
祖
に
仕
え
た
。
彼
は

先
見
の
明
と
い
う
点
で
は
韓
信
や
張
良
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、
誠
実
に
高

祖
に
仕
え
た
。
会
津
藩
は
、
こ
れ
に
似
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
話
題
は
転
じ
て
日
本
の
現
状
分
析
と
な
る
。

且
也
大
東
之
気
不
振
。
未
有
如
今
日
甚
也
。
所
謂
朝
歌
夜
絃
。
為
秦
宮
人

者
。
国
皆
然
。
方
今
求
所
謂
不
義
之
義
者
。
亦
不
可
得
。
而
況
真
節
乎
。
是

乃　

聖
天
子
所
以
当
宁
長
嘆
。
而
外
夷
所
以
皷
舌
失
笑
也
。

【
大
意
】「
宁
」
は
、
た
た
ず
む
。
さ
て
、
日
本
の
国
風
振
る
わ
な
い
こ

と
、
今
日
の
如
く
甚
だ
し
い
と
き
は
な
か
っ
た
。
朝
に
晩
に
、
遊
楽
を
尽

く
し
、
全
く
秦
の
例
に
同
じ
で
あ
る
。
真
の
節
義
は
見
当
た
ら
な
い
。
天

皇
が
た
め
ら
い
歎
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
れ
を
見
て
、
外
夷
は
、
ほ
く

そ
笑
ん
で
い
る
。

詩
云
。
他
山
之
石
。
可
以
攻
玉
。
天
下
無
石
久
矣
。
今
貴
国
頑
然
為
石
。
使

天
下
各
攻
其
玉
。
則
貴
国
不
独
為
旧
幕
府
罄
其
節
。
有
大
造
于
海
内
亦
大

矣
。
則
弊
邑
亦
与
被
其
賜
矣
。
猶
恨
執
心
不
一
。
守
城
不
了
。
使
古
英
雄
鳥

井
元
忠
輩
。
独
擅
其
美
。
不
侫
竊
為
我
神
州
惜
之
。
雖
然
。
既
往
不
咎
。
遂

事
不
諫
。
所
願
者　

聖
天
子
若
以
楚
荘
之
心
封
之
故
国
。
使
撫
其
臣
民
。
他

日
辺
海
有
警
。
被
堅
執
鋭
為
士
卒
先
。
以
其
所
報
徳
川
氏
者
。
致
之　

朝

廷
。
以
表
其
自
新
之
心
。
是
亦
一
事
也
。
足
下
其
思
之
。

【
大
意
】「
他
山
の
石
、
も
っ
て
玉
を
磨
く
べ
し
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。

今
貴
国
は
、
石
と
な
っ
て
、
天
下
に
そ
の
玉
を
攻
め
さ
せ
た
。
貴
国
の
み

は
、
旧
幕
府
に
対
し
て
節
を
む
な
し
く
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
海
内
に

大
き
な
も
の
を
残
し
た
。
城
を
守
り
通
せ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
恨
み

が
残
る
。
慶
長
五
年
家
康
の
た
め
に
伏
見
城
で
玉
砕
し
た
鳥
井
元
忠
が
、

一
人
名
誉
を
独
擅
し
て
い
る
の
は
残
念
だ
。
だ
が
、
既
往
の
こ
と
は
問
う

ま
い
。
こ
れ
ま
で
徳
川
氏
に
報
じ
た
ま
ご
こ
ろ
を
、
是
非
朝
廷
に
報
じ
な

さ
い
。
あ
な
た
は
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
下
さ
い
。

以
下
、「
吾
国
有
落
合
生
者
、
文
章
之
士
也
。
乃
足
下
之
来
。
経
其
品
藻
者
。

今
猶
好
在
。
学
似
益
進
。
不
侫
之
帰
有
日
。
貴
城
咫
尺
匹
如
万
里
。
前
途
猶
遠
。
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五

保
重
保
重
。
不
一
。
戊
辰
九
月
二
十
四
日
。
源
居
正
頓
首
。」
と
結
ば
れ
る
こ
の

手
紙
を
読
む
と
、
敵
将
か
ら
の
来
翰
に
対
し
て
、
敗
軍
の
将
兵
と
し
て
、
謹
慎
中

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
の
危
険
を
顧
み
ず
彼
が
わ
ざ
わ
ざ
出
向
い
て
行
っ

た
理
由
が
よ
く
分
か
る
。

奥
平
謙
輔
は
、
官
軍
と
し
て
の
大
義
を
掲
げ
、
旧
幕
府
側
に
た
っ
た
賊
軍
会
津

の
藩
士
を
攻
撃
し
た
。
そ
の
陣
中
、
勝
者
の
側
に
あ
り
な
が
ら
、
時
の
政
権
の
浮

薄
な
こ
と
を
憂
え
、
会
津
藩
の
節
義
を
称
揚
し
つ
つ
、
玉
砕
し
な
か
っ
た
こ
と
は

と
も
か
く
、
こ
れ
ま
で
の
旧
幕
府
へ
の
忠
義
を
改
め
、
朝
廷
の
た
め
に
尽
く
せ
と

説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

秋
月
悌
次
郎
の
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
九
月
二
十
四
日
付
け
の
手
紙
の
内
容
は
、

す
ぐ
さ
ま
会
津
藩
主
以
下
藩
の
上
層
部
に
知
ら
さ
れ
た
。
敗
戦
後
の
ど
う
し
よ
う

も
な
い
閉
塞
感
の
中
で
届
い
た
こ
の
手
紙
は
、
ま
さ
に
暗
夜
の
光
明
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
現
状
打
開
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
奥
平
謙
輔

に
依
頼
す
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が
、
藩
上
層
部
の
結
論
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
こ
そ
が
、
悌
次
郎
の
越
後
潜
行
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
会
津
藩
の

外
交
交
渉
の
場
に
何
度
も
立
ち
会
っ
て
き
た
。
藩
の
密
命
を
受
け
て
の
交
渉
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
経
験
し
て
い
る
。
彼
の
越
後
潜
行
は
、
決
し
て
彼
一
人
の

判
断
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

五
返
書
を
認
め
た
悌
次
郎
は
、
早
速
猪
苗
代
か
ら
越
後
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。

こ
こ
に
、
悌
次
郎
が
、
出
発
直
後
、
猪
苗
代
に
残
し
て
き
た
弟
秋
月
三
郎
宛
に

出
し
た
手
紙
が
あ
る
。

処
々
御
奔
走
、
御
苦
労
至
極
に
存
入
候
。
扨
、
過
日
長
州
藩
奥
平
謙
輔
と
申

者
御
国
入
込
、
同
人
儀
旧
知
の
訳
を
以
て
、
寺
町
真
龍
寺
の
智
海
と
云
へ
る

小
子
入
懇
の
僧
に
托
し
、
御
国
御
噂
懇
篤
の
書
状
遣
し
、
右
答
書
中
に
て
は

届
兼
候
間
、
右
智
海
並
に
小
出
鉄
之
助
一
同
致
事
に
御
座
候
。

併
レ
乍
、
厚
被
二
仰
含
一
候
て
の
事
に
候
へ
ど
も
、
全
く
内
密
、
一
同
中
に
て

も
承
知
不
レ
致
儀
故
、
他
言
は
御
無
用
に
候
。

扨
又
、
家
内
一
同
処
分
居
致
し
大
勢
永
々
居
候
は
ゞ
、
牛
沢
勝
方
な
ど
も
入

費
も
相
立
候
儀
、
北
方
へ
移
り
米
並
に
例
の
八
十
三
文
出
候
事
な
ら
ば
、
速

に
北
方
へ
移
候
方
可
レ
然
、
若
し
五
合
米
八
十
三
文
も
無
レ
之
候
は
ゞ
、
矢

張
り
当
所
辺
に
居
候
方
然
る
べ
き
か
、
よ
ろ
し
き
様
御
取
計
御
頼
申
述
候
。

先
は
新
潟
迄
の
積
り
に
候
へ
共
、
都
合
次
第
先
迄
も
参
り
手
間
取
可
レ
申

候
。　

不
乙

九
日　

悌
次
郎

三
郎
様

後
世
こ
の
手
紙
を
翻
刻
し
た
三
郎
の
養
嗣
子
秋
月
次
三
氏
は
、
欄
外
に
「
猪
苗

代
よ
り
北
越
に
潜
行
せ
ら
れ
し
時
の
書
信
な
り
」
と
注
を
付
け
、「
十
月
七
日
払

暁
出
発
と
あ
れ
ば
途
中
よ
り
差
出
せ
し
も
の
な
ら
ん
」
と
付
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
悌
次
郎
は
、
か
つ
て
西
国
漫
遊
の
当
時
知
り
合
っ
た
長
州
藩

士
奥
平
謙
輔
が
、
官
軍
の
将
と
し
て
来
越
、
謹
慎
中
の
悌
次
郎
に
対
し
て
、
悌
次

郎
が
親
し
く
し
て
い
た
真
龍
寺
の
智
海
と
い
う
僧
侶
に
手
紙
を
托
し
て
き
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
返
書
だ
け
で
は
十
分
に
意
を
尽
く
せ
な
い
の
で
直
接
面
会
す
る
こ

と
と
し
、
智
海
と
小
出
鉄
之
助
と
が
彼
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
が
、
問
題
は
そ
の
後
に
続
く
文
言
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
し
か
し
な
が
ら
、

厚
く
仰
せ
含
め
ら
れ
候
て
の
事
に
候
得
共
、
全
く
内
密
、
一
同
中
に
て
も
承
知
い

た
さ
ざ
る
儀
ゆ
え
、
他
言
は
御
無
用
に
候
。」
と
、
他
言
を
強
く
戒
め
て
い
る
。

自
分
の
潜
行
は
、「
厚
く
仰
せ
含
め
ら
れ
候
て
の
事
に
候
得
共
、
全
く
内
密
、
一

同
中
に
て
も
承
知
い
た
さ
ざ
る
儀
」、
藩
の
上
層
部
し
か
知
ら
な
い
機
密
事
項
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。

六

被
賜
客
月
念
四
日
之
書
。
薫
誦
数
次
。
且
懼
且
愧
。
僕
亡
国
之
遺
蘖
。
謭
劣

無
似
。
将
何
辞
以
答
焉
。
雖
然
。
辱
足
下
之
厚
諭
。
如
不
尽
言
之
。

【
読
み
下
し
】
客
月
念
四
日
の
書
を
賜
ら
れ
、
薫
誦
数
次
、
且
つ
懼
れ
且
つ
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六

愧
づ
。
僕
亡
国
之
遺
蘖
に
し
て
、
謭
劣
似
る
も
の
無
し
。
将
に
何
の
辞
を
以

て
答
え
ん
。
然
り
と
雖
ど
も
、
足
下
の
厚
諭
を
辱
う
す
。
こ
れ
を
い
う
も
意

を
尽
く
さ
ざ
る
が
如
し
。

【
大
意
】
先
月
二
十
四
日
付
け
の
お
手
紙
、
何
度
も
読
み
返
し
、
恐
れ
入

る
と
同
時
に
恥
じ
入
る
ば
か
り
だ
。
わ
た
し
は
亡
国
の
遺
臣
で
、
浅
は
か

で
才
能
乏
し
い
こ
と
、
他
に
似
る
も
の
は
な
い
。
だ
か
ら
お
答
え
す
る
こ

と
ば
が
な
い
。
と
は
い
え
、
あ
な
た
の
厚
意
の
籠
も
っ
た
お
諭
し
を
受
け

て
、
意
を
尽
く
さ
な
い
が
申
し
上
げ
る
。

則
老
寡
君
之
寸
丹
無
所
白
。
而
僕
之
情
事
無
所
伸
也
。
故
忘
擢
髪
之
罪
。
敢

陳
其
一
二
。
願
足
下
詳
之
。
夫
老
寡
君
之
素
志
固
在　

天
朝
。
不
独
為
故
幕

府
也
。
僕
昔
年
西
遊
抵
貴
藩
。
左
兵
衛
佐
久
間
氏
曰
。
以
尊　

王
室
恭
順
幕

府
為
目
的
。
又
戌
年
之
夏
。
小
幡
邸
監
持
藩
公
上
幕
府
書
来
曰
。
示
諸
藩
公

与
重
臣
。
以
為
是
賛
成
之
。
以
為
非
斥
言
之
。
其
書
大
意
曰
。
開
鎖
末
也
。

官
武
一
和
本
也
。
弊
邑
之
所
以
従
事
者
。
専
為
是
也
。
吁
貴
藩
之
所
議
先
獲

我
心
。
僕
故
曰
。
尊　

王
室
乃
所
以
恭
順
幕
府
。
恭
順
幕
府
亦
所
以
尊　

王

室
也
。
弊
邑
雖
至
親
。
豈
独
阿
私
徳
川
氏
哉
。
夫
徳
川
氏
貴
藩
幕
府
視
之
。

弊
邑
宗
家
視
之
。
故
情
義
之
所
係
。
不
無
厚
薄
少
異
同
。
此
亦
自
然
之
勢

也
。【

大
意
】「
老
寡
君
」
は
、
老
公
に
同
じ
。
隠
居
し
た
主
君
容
保
公
を
さ

す
。
我
が
君
の
心
に
は
全
く
よ
こ
し
ま
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
よ
く
な
い
こ

と
を
承
知
で
あ
え
て
申
し
上
げ
る
。
我
が
君
の
素
志
は
、
も
と
よ
り
皇
室

を
尊
ぶ
こ
と
に
あ
り
、
幕
府
の
た
め
だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
か
つ

て
小
生
が
、
貴
藩
に
立
ち
よ
っ
た
と
き
、
佐
久
間
氏
に
い
っ
た
こ
と
が

る
。「
王
室
を
尊
び
、
幕
府
に
恭
順
す
る
を
以
て
目
的
と
為
す
」
と
。
ま

た
戌
年
の
会
議
に
は
、
開
国
鎖
国
は
些
末
な
こ
と
で
、
朝
廷
と
幕
府
が
一

体
と
な
っ
て
事
に
当
た
る
こ
と
こ
そ
、
大
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
我
が
藩
が
事
に
当
た
っ
た
基
本
は
こ
こ
に
あ
る
。
本
来
皇

室
の
た
め
に
と
い
っ
て
も
、
幕
府
の
た
め
に
と
い
っ
て
も
帰
す
る
所
は
同

じ
は
ず
だ
。
我
が
藩
が
、
徳
川
氏
の
親
藩
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
私
的
な

感
情
で
徳
川
氏
の
た
め
に
動
い
た
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
貴
藩
は
徳
川
氏

を
幕
府
と
見
、
我
が
藩
は
宗
家
と
し
て
み
た
、
そ
の
点
で
情
義
に
厚
薄
が

表
れ
た
こ
と
は
自
然
の
理
で
あ
る
。

条
理
に
か
な
っ
た
言
い
訳
の
こ
と
ば
が
続
く
。

来
書
曰
。
以
其
所
報
徳
川
氏
者
致
之　

朝
廷
。
言
之
懇
篤
。
非
足
下
豈
能
如

此
。
読
至
于
此
。
泫
然
流
涕
。
微
足
下
僕
亦
豈
尽
言
之
。
夫
視
孺
子
之
将
入

井
。
奔
競
救
之
者
。
人
之
情
也
。
況
宗
家
之
危
急
豈
忍
坐
視
。
然
所
謂
舎
爾

霊
亀
者
凶
矣
。
弊
邑
終
不
復
得
左
右
宗
家
。
宗
家
亦
終
不
得
統
率
諸
侯
。
猶

已
溺
之
児
不
可
救
矣
。
則
弊
邑
専
遵
奉　

王
室
固
也
。
且
也
今
春
伏
水
之
一

挙
。
人
之
所
皆
知
。
今
不
復
贅
焉
。
老
寡
君
東
帰
思
過
。
遣
使
於
列
藩
。
謝

罪
於　

朝
廷
。
屏
息
待
罪
月
余
日
。
何
料
道
路
梗
塞
。
至
情
不
達
。
及
大
兵

圧
疆
四
面
受
敵
。
乃
有
一
二
残
人
。
略
我
貨
財
。
害
我
士
女
。
曾
無　

王
師

弔
恤
之
意
。
故
尽
我
甲
兵
以
応
之
。
亦
武
門
之
常
事
已
。

【
大
意
】
お
手
紙
の
中
で
あ
な
た
は
、
徳
川
氏
に
報
い
た
節
義
を
朝
廷
の

た
め
に
せ
よ
と
い
わ
れ
た
。
こ
ん
な
懇
篤
な
こ
と
ば
は
、
あ
な
た
以
外
に

い
っ
て
く
れ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
と
き
ひ
と
り
で

に
涙
が
溢
れ
た
。
あ
え
て
一
言
言
い
た
い
。
子
ど
も
が
井
戸
に
落
ち
ん
と

す
る
と
き
走
り
出
る
の
は
人
情
と
い
う
も
の
だ
。
ま
し
て
、
宗
家
が
危
急

に
お
ち
い
っ
た
と
き
こ
れ
を
座
視
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
事
態
は
凶
、
我
が
藩
は
宗
家
を
得
ず
、
宗
家
は
諸
侯
を
統
率
で
き
な

か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
井
戸
に
落
ち
る
子
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
と
は
い
え
、
我
が
藩
が
王
室
を
尊
ん
で
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
無

い
。
今
年
の
春
、
事
情
が
一
変
し
た
こ
と
は
皆
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と

で
、
あ
え
て
い
う
ま
で
も
無
い
。
我
が
君
は
、
京
都
を
引
き
上
げ
、
列
藩

に
使
い
を
送
り
、
朝
廷
に
謝
罪
し
、
屏
息
し
て
罰
せ
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
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い
た
。
だ
が
何
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
、
道
路
は
封
鎖
さ
れ
、
至
情
は
天

皇
に
達
せ
ず
、
か
え
っ
て
四
面
に
藩
境
を
圧
倒
す
る
大
敵
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
。
敵
の
中
に
は
、
財
貨
を
略
奪
し
、
子
女
を
殺
害
す
る
者
が
い

た
。
ど
こ
に
も
正
義
を
標
榜
す
る
王
師
の
姿
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
仕
方

な
く
我
々
は
武
器
を
持
っ
て
応
戦
し
た
の
だ
。
こ
れ
は
武
門
の
常
道
で
あ

る
。

方
孤
城
受
囲
之
日
。
背
城
借
一
。
兵
食
雖
少
。
猶
足
以
支
時
月
。
及
聞
米
藩

人
之
言
。
始
知　

王
師
問
罪
。
君
臣
恐
懼
。
乃
投
戈
乞
降
。
奉
還
土
地
。
納

兵
器
。
待
罪
僻
境
。
弊
邑
無
他
之
意
。
於
是
可
見
已
。
苟
其
不
然
。
聞
道
猶

迷
。
冥
頑
決
死
。
則
為　

王
室
之
罪
人
。
而
終
天
之
憾
不
可
解
焉
。
是
以
不

為
死
守
。
引
罪
呼
天
。
亦
君
子
所
宜
動
心
也
。
鳴
呼
包
胥
哭
庭
之
使
未
帰
。

而
鄭
伯
牽
羊
之
辱
已
見
。
事
勢
至
此
。
復
何
言
。
復
何
言
。
弊
邑
之
罪
載
在

朝
典
。
斧
鉞
之
誅
所
甘
受
也
。　

聖
天
子
若
乃
思　

先
帝
之
殊
遇
。
不
忘
祖

先
之
勤
労
。
而
使
弊
邑
比
小
諸
侯
不
絶
其
先
祀
。
則
辺
海
有
事
之
日
。
尽
不

腆
之
弊
賦
。
為
王
之
先
駆
。
果
如
足
下
之
所
称
。
則
不
独
弊
邑
之
被
其
沢
。

実
天
下
之
至
幸
也
。

【
大
意
】
孤
城
に
敵
の
包
囲
を
受
け
て
い
た
時
、
兵
も
食
も
少
な
か
っ
た

が
、
ま
だ
ま
だ
持
ち
こ
た
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
だ
が
米
沢
藩
か
ら
、
朝

廷
に
よ
り
罪
を
問
わ
れ
る
と
聞
き
、
君
臣
共
に
恐
懼
し
て
、
降
伏
を
申
し

出
で
、
領
土
を
奉
還
し
、
武
器
を
納
め
て
、
猪
苗
代
に
謹
慎
し
た
。
こ
れ

を
見
て
も
我
々
に
他
意
の
な
い
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
あ
な
た
の
理
解

は
、
そ
の
点
不
十
分
で
あ
る
。
我
々
は
頑
迷
に
死
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
れ
を
す
れ
ば
全
く
王
室
の
罪
人
で
あ
る
。
天
下
が
赦
す
は
ず
は

な
い
。
そ
れ
故
死
守
と
い
う
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
の
だ
。
包
胥
・
鄭
伯

の
故
事
は
、
辛
い
思
い
を
抱
か
せ
る
。
事
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
ま
た
な
に

を
か
い
わ
ん
や
で
あ
る
。
罪
は
我
等
に
あ
る
。
斧
鉞
の
誅
は
甘
ん
じ
て
受

け
よ
う
。
だ
が
、
今
の
天
皇
に
、
先
帝
孝
明
天
皇
が
い
か
に
我
が
君
を
頼

り
に
し
て
お
ら
れ
た
か
、
祖
先
の
つ
と
め
を
忘
れ
ず
に
い
て
も
ら
い
、
我

が
藩
を
し
て
小
諸
侯
に
列
ん
で
祖
先
の
祭
祀
を
絶
え
な
い
よ
う
取
り
は
か

ら
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
辺
海
有
事
の
際
に
は
、
率
先
天
皇
の
先
駆
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
な
ら
ば
、
一
人
我
が
藩

の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
家
の
た
め
「
至
幸
」
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

雖
然
。
方
今
賊
視
我
者
。
将
食
其
肉
瀦
其
家
。
不
然
袖
手
傍
観
如
不
知
者
。

故
生
死
肉
骨
者
非
貴
藩
而
誰
。
弊
邑
残
兵
雖
羸
。
鼓
舞
而
訓
練
之
。
猶
可
用

也
。
国
人
冥
頑
不
移
。
今
已
決
然
入
死
地
。
待
斧
鉞
。
是
乃
翻
然
転
意
自
新

之
機
也
。
於
此
時
。
聖
裁
寛
宏
。
封
之
故
国
。
与
之
位
官
。
則
其
臣
民
出
於

望
外
。
忠
勇
剛
武
実
倍
蓰
於
前
日
必
矣
。
而
知
其
機
者
非
足
下
而
誰
。
伝

曰
。
君
子
知
免
。
小
人
不
知
。
今
若
一
切
罪
而
殺
之
。
則
人
或
将
曰
。
君
引

罪
如
此
。
臣
引
罪
如
此
。
然
聖
裁
一
何
巌
也
。
世
之
懐
二
心
者
。
将
環
城
自

守
以
弊
邑
為
戒
。
僕
所
恐
者
実
在
于
此
。
私
欲
告
於
大
方
君
子
。
未
得
其

人
。
会
蒙
高
明
之
恵
顧
。
故
唐
突
左
右
。
敢
布
腹
心
。
宗
社
淪
胥
。
方
寸
已

乱
。
言
無
次
叙
。
願
足
下
裁
之
。

【
大
意
】
我
々
を
賊
視
す
る
人
達
は
、
き
っ
と
あ
れ
こ
れ
い
う
だ
ろ
う
。

我
々
は
敗
残
兵
で
は
あ
る
が
、
規
律
正
し
く
訓
練
、
鼓
舞
す
れ
ば
立
派
に

役
に
立
つ
。
新
時
代
の
た
め
に
気
分
一
新
す
る
よ
い
機
会
で
あ
る
。
こ
の

時
に
当
た
り
、
天
皇
の
裁
断
が
寛
厚
で
新
政
府
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
の
忠
勇
剛
武
は
倍
増
す
る
に
違
い
な
い
。
罪
人
と
し
て
厳
罰
に

処
せ
ら
れ
れ
ば
、
恐
ら
く
、
人
々
は
己
を
守
る
こ
と
に
の
み
気
を
遣
う
だ

ろ
う
。
小
生
が
心
配
す
る
の
は
実
に
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
の
公
明

正
大
な
気
持
ち
に
触
れ
、
あ
え
て
、
腹
心
を
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。
よ
ろ

し
く
考
え
ら
れ
た
い
。

以
下
、「
候
属
嬾
寒
。
為
国
珍
摂
。
不
了
。
戊
辰
十
月
六
日
。
秋
月
胤
永
拝

（「
答
奥
平
源
居
正
書
」）」
と
時
候
の
挨
拶
で
結
ば
れ
た
こ
の
手
紙
は
、
現
況
を
卑
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下
せ
ず
堂
々
と
こ
れ
ま
で
の
会
津
藩
の
動
き
を
丁
寧
に
説
明
し
、
義
の
あ
る
と
こ

ろ
を
解
き
明
か
し
た
名
文
で
あ
る
。
抗
戦
に
至
っ
た
罪
は
罪
と
認
め
、
自
分
は
、

ど
ん
な
刑
罰
を
受
け
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
主
君
以
下
、
藩
士
一
同
に
は
寛
典
を

求
め
、
改
め
て
彼
ら
を
任
用
す
る
な
ら
ば
、
国
家
の
た
め
に
大
い
な
る
功
績
を
挙

げ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
戦
後
処
理
が
終
わ
っ
た
後
の
会
津
藩
士
達
の
活
躍
を
予
見

す
る
か
の
よ
う
な
言
説
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。

七
悌
次
郎
は
、
こ
の
手
紙
を
携
え
て
奥
平
謙
輔
の
元
を
訪
れ
た
。
そ
の
結
果
、
話

が
ど
う
纏
ま
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
悌
次
郎
が
藩
の
総
意
を

担
っ
て
奥
平
に
迫
っ
た
こ
と
が
ら
は
、
い
か
に
攻
撃
軍
の
参
謀
で
あ
る
と
は
云

え
、
そ
う
簡
単
に
答
の
出
せ
る
話
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
奥
平
謙
輔
が

悌
次
郎
の
元
に
寄
せ
た
手
紙
の
中
に
、
謙
輔
の
意
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
る

な
ら
ば
、
二
人
の
会
談
の
中
で
、
会
津
藩
士
の
未
来
に
つ
い
て
謙
輔
か
ら
何
分
か

の
助
力
を
期
待
出
来
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
、
会
津
の
若
者
を

人
材
育
成
の
た
め
奥
平
謙
輔
の
元
に
預
け
る
と
云
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
北

越
潜
行
詩
が
作
ら
れ
た
の
は
、
実
に
こ
の
会
談
の
帰
途
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
こ
の
詩
を
改
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
一
語
一
語
に

こ
め
ら
れ
た
悌
次
郎
の
気
持
ち
が
分
か
っ
て
く
る
。「
治
は
功
を
奏
せ
ず
、
戦
は

略
無
し
。
微
臣
罪
有
り
、
ま
た
何
を
か
嗟な
げ

か
ん
。
聞
く
な
ら
く
天
皇
も
と
聖
明
。

我
公
貫
日
至
誠
に
発
す
。」
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
悌
次
郎
の
返
書
に
縷
説

さ
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
る
。「
こ
れ
を
思
い
こ
れ
を
思
い
て
夕
べ
よ
り
晨あ
し
たに
達
す
。

憂
い
は
胸
臆
に
満
ち
、
涙
は
巾
を
う
る
お
す
。」
と
、
あ
れ
こ
れ
将
来
を
思
い

や
っ
て
眠
ら
れ
ぬ
夜
を
幾
夜
も
過
ご
し
た
後
帰
途
に
つ
き
、
よ
う
や
く
会
津
若
松

城
を
望
み
見
る
と
こ
ろ
ま
で
彼
は
辿
り
着
く
こ
と
が
出
来
た
。
覆
い
か
か
る
惨
澹

た
る
雲
、
淅
瀝
と
吹
き
か
け
る
風
、
荒
涼
た
る
束
松
峠
に
佇
立
す
る
傷
心
の
悌
次

郎
の
姿
が
彷
彿
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
絶
望
の
中
で
一
縷
の
望
み
を
か
け
た
会

談
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
す
か
に
見
え
て
き
た
光
明
に
託
し
た
夢
、
そ
れ
が
ま
さ
に

聖
明
な
天
皇
に
よ
る
「
恩
賜
の
赦
書
ま
さ
に
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。」
と
い
う

詩
句
に
結
実
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
絶
望
を
歌
い
な
が
ら

も
、
ど
こ
か
に
楽
天
的
な
印
象
が
残
る
の
は
、
こ
う
し
た
事
実
が
背
景
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

八
彼
の
こ
う
し
た
思
い
は
叶
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
智
海
と
共
に
猪
苗
代
に

帰
っ
た
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
東
京
へ
の
召
喚
状
で
あ
っ
た
。
藩
公
父
子
と
梶

原
兵
馬
以
下
重
罪
と
認
定
さ
れ
た
五
人
の
う
ち
彼
以
外
は
既
に
東
京
に
出
発
し
た

後
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
本
来
上
士
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
こ
う
し
た
扱
い

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
京
都
以
来
い
か
に
彼
が
対
外
的
に
活
躍
し
て
い
た
か
の
何

よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
京
都
時
代
、
彼
が
会
薩
同
盟
の
中
心
に
い
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
籠
城
中
に
は
米
沢
藩
と
の
連
絡
役
を
務
め

る
な
ど
、
彼
が
果
た
し
た
役
目
は
軽
く
は
な
い
。
開
城
式
を
取
り
仕
切
っ
た
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
彼
の
行
動
は
、
会
津
で
は
あ
ま
り
高
く
評

価
さ
れ
て
い
な
い
と
は
、
松
本
健
一
氏
が
、
そ
の
著
書
、『
秋
月
悌
次
郎　

老
日

本
の
面
影
』
に
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
彼
を
、
会
津
藩
は
う

ま
く
生
か
せ
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
会
薩
同
盟
の
成
立
し
た
後
、
彼

は
、
職
を
免
ぜ
ら
れ
て
故
郷
に
戻
さ
れ
、
斜
里
の
代
官
に
左
遷
さ
れ
る
。
恐
ら
く

彼
の
活
躍
を
快
く
思
わ
な
い
人
々
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
定
期
間
が
経
過
し
た

後
、
復
職
さ
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
時
既
に
遅
し
で
あ
る
。
一
方
に
、
藩
主
を
支

え
る
の
で
は
な
く
、
後
先
を
顧
み
ず
何
の
方
策
も
な
い
ま
ま
幕
府
内
で
の
職
に
就

く
こ
と
を
藩
主
に
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
直
談
判
に
出
て
く
る
家
老
が
い
る
。

籠
城
中
降
伏
開
城
す
る
か
、
玉
砕
す
る
か
で
重
臣
の
間
で
激
論
が
戦
わ
さ
れ
、
全

く
結
論
が
出
な
い
の
で
、
悌
次
郎
が
口
を
は
さ
ん
だ
と
こ
ろ
、
お
前
な
ど
が
口
を

は
さ
む
と
は
何
事
か
と
怒
鳴
り
つ
け
た
重
臣
が
あ
っ
た
と
も
い
う
。
こ
れ
な
ど

は
、
象
徴
的
な
出
来
事
と
云
え
よ
う
。
新
し
い
時
代
に
即
し
た
下
級
藩
士
の
意
向

を
、
十
分
く
み
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
会
津
藩
の
運
命
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
が
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九

あ
る
。
会
薩
同
盟
を
維
持
し
続
け
た
な
ら
ば
、
日
本
の
歴
史
に
果
た
す
会
津
藩
の

役
割
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
佐
幕
和
親
の
成
功
の
可
能
性
を
手

に
し
た
と
た
ん
、
そ
れ
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
が
守
旧
派
の
重
臣
達
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
肝
心
な
と
こ
ろ
で
の
重
臣
達
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
、
会
津
藩
の
悲
劇
の
原
因
が
あ
る
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

悌
次
郎
が
持
ち
帰
っ
た
、
会
津
藩
内
の
若
者
を
、
脱
藩
さ
せ
て
奥
平
謙
輔
に
預

け
る
と
い
う
約
束
は
、
藩
公
も
重
臣
達
も
不
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
行

に
移
さ
れ
た
。
ま
た
も
や
智
海
が
、
山
川
健
次
郎
と
小
川
亮
ら
三
名
を
奥
平
の
元

に
送
り
届
け
た
。
途
中
、
さ
ら
に
合
流
し
よ
う
と
し
た
若
者
が
い
た
が
、
別
行
動

を
取
っ
た
彼
ら
は
、
途
中
官
軍
に
見
と
が
め
ら
れ
、
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う

し
た
取
り
き
め
が
、
非
常
に
厳
し
い
条
件
の
下
で
実
行
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
悌
次
郎
が
、
会
津
藩
の
た
め
に
な
し
た
最
後
の
外
交
交

渉
の
成
果
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

九
悌
次
郎
が
、
奥
平
謙
輔
と
語
り
合
っ
た
、
天
皇
の
治
め
る
大
義
に
基
づ
く
政
権

は
確
立
さ
れ
た
か
ど
う
か
。
秋
月
ら
が
刑
に
服
し
て
い
る
間
に
、
明
治
新
政
府

は
、
彼
ら
の
思
惑
を
全
く
越
え
た
形
で
立
ち
現
れ
る
。
囚
余
赦
さ
れ
て
任
官
し
、

修
身
斉
家
の
根
本
に
立
ち
返
っ
て
志
を
保
ち
続
け
た
悌
次
郎
に
対
す
る
に
、
思
い

破
れ
て
、
萩
の
乱
に
奔
っ
た
奥
平
謙
輔
、
時
が
二
人
の
立
場
を
一
変
さ
せ
る
。
奥

平
謙
輔
が
、
秋
月
悌
次
郎
の
ま
さ
に
こ
の
詩
に
次
ぐ
詩
を
残
し
て
刑
死
し
た
の

は
、
明
治
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
注
４

�

二
〇
〇
一
年
十
一
月
十
八
日

注
１　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
年
こ
の
詩
を
揮
毫
す
る
際
悌
次
郎
が
添
え
書
き
し
た

文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

戊
辰
年
余
与
弟
三
郎
同
在
囲
中
輸
城
後
亦
同
在
猪
苗
代
既
而
有
故
潜
幸
北
越
此
其
帰

途
所
得
余
苦
辛
之
際
弟
皆
能
知
之
今
茲
辛
巳
年
冬
日
来
京
我
東
京
私
舎
杯
酌
連
日
談

及
往
事
仍
録
吟
之
再
会
何
時
復
談
往
事
噫

【
読
み
下
し
】
戊
辰
の
年
、
余
弟
三
郎
と
同
じ
く
囲
中
に
在
り
。
輸
城
の
後
、
ま
た

同
じ
く
猪
苗
代
に
あ
り
。
既
に
し
て
故
あ
り
て
北
越
に
潜
行
す
。
こ
れ
そ
の
帰
途
得

る
と
こ
ろ
な
り
。
余
が
苦
辛
の
際
、
弟
皆
よ
く
こ
れ
を
知
る
。
今
茲
に
辛
巳
年
冬
日

来
京
し
、
我
が
東
京
の
私
舎
に
て
杯
酌
連
日
、
談
往
事
に
及
ぶ
。
す
な
わ
ち
録
し
て

こ
れ
を
吟
ず
。
再
会
何
れ
の
時
に
か
ま
た
往
事
を
談
ぜ
ん
。
あ
あ
。（
文
中
「
辛
巳

年
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
十
四
年
の
こ
と
。
前
年
一
月
母
が
歿
し
、
そ
の
三
月
秋
月

胤
永
は
上
京
し
て
い
た
。）　

注
2　

桑
名
市
博
物
館
所
蔵
の
こ
の
詩
の
掛
け
軸
の
添
え
書
き
に
は
、「
此
戊
辰
之
年
北
越

潜
行
帰
途
所
作
辛
未
晩
夏
録
于
高
須
之
囚
居
」
と
あ
る
。
文
中
「
辛
未
晩
夏
」
と
あ
る

の
は
、
明
治
四
年
陰
暦
六
月
。
恐
ら
く
こ
の
詩
の
揮
毫
年
月
と
し
て
は
、
残
さ
れ
た
も

の
の
中
で
は
最
古
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
戦
後
の
人
心
の
混
乱
も
治

ま
り
、
配
流
中
の
囚
居
に
も
、
恩
赦
の
沙
汰
の
噂
が
届
い
て
い
た
と
、
悌
次
郎
が
家
族

に
宛
て
た
書
信
に
あ
る
。
抒
情
の
中
心
が
北
越
潜
行
と
い
う
行
動
に
あ
り
、
着
想
が
束

松
峠
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
こ
の
形
に
収
ま
っ
た
の
は
、
少

し
歳
月
を
経
た
後
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
云
え
よ
う
。

注
3　
「
龍
南
会
誌
」
は
、
乏
。

注
4　

奥
平
謙
輔
は
、
明
治
九
年
前
原
一
誠
等
と
萩
の
乱
を
起
こ
し
、
処
刑
さ
れ
た
。
こ

の
詩
は
、
秋
月
胤
永
の
編
に
な
る
『
弘
毅
斎
遺
稿
』
に
よ
れ
ば
、
奥
平
謙
輔
を
護
送
し

た
警
官
に
付
託
さ
れ
て
彼
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
云
々
と
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

『
男
爵
山
川
先
生
遺
稿
』
中
に
、
処
刑
の
前
夜
、
県
知
事
関
口
隆
吉
、
寺
原
輝
警
視
が
奥

平
謙
輔
と
会
食
し
た
際
、
警
視
に
随
伴
し
て
い
た
物
江
孫
六
と
い
う
警
部
が
、
経
歴
を

問
わ
れ
て
会
津
出
身
で
秋
月
の
弟
子
で
あ
る
と
こ
た
え
た
と
こ
ろ
、
絶
筆
を
与
え
、
最

後
の
一
部
始
終
を
秋
月
に
伝
え
て
く
れ
と
た
の
ま
れ
た
、
そ
の
絶
筆
は
、
物
江
遺
族
か

ら
譲
ら
れ
た
石
井
と
い
う
人
物
か
ら
譲
ら
れ
て
今
自
分
の
元
に
あ
る
と
あ
る
。

　
次
秋
月
胤
永
檻
車
中
韻
　
　
　
秋
月
胤
永
に
次
ぐ
檻
車
中
の
韻

内
奸
末
除
遑
顧
家　
　
　
　
　

内
奸
未
だ
除
か
ず
、
家
を
顧
み
る
い
と
ま
あ
ら
ん
や
。
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一
〇

轅
門
草
檄
字
如
鴉　
　
　
　
　

轅
門
檄
を
草
す
、
字
鴉
の
如
し
。

市
城
一
戦
非
吾
志　
　
　
　
　

市
城
の
一
戦
、
吾
が
志
に
非
ず
。

勢
如
騎
虎
不
及
嗟　
　
　
　
　

勢
は
騎
虎
の
如
く
、
嗟
す
る
に
及
ば
ず
。

掃
尽
妖
気
天
日
明　
　
　
　
　

妖
気
を
掃
い
尽
し
て
、
天
日
明
る
し
。

詔
書
屡
下
褒
忠
誠　
　
　
　
　

詔
書
し
ば
し
ば
下
っ
て
、
忠
誠
を
褒
す
。

行
者
匍
匐
騎
者
下　
　
　
　
　

行
者
は
匍
匐
し
、
騎
者
は
下
る
。

皷
吹
振
旅
入
王
城　
　
　
　
　

皷
吹
、
振
旅
、
王
城
に
入
る
。

楚
因
纓
冠
晨
復
晨　
　
　
　
　

楚
囚
冠
を
纓
す
、
晨
復
た
晨
。

追
懐
往
事
涙
霑
巾　
　
　
　
　

往
事
を
追
懐
し
て
、
涙
巾
を
霑
す
。

鳴
呼
維
昔
忠
孝
士　
　
　
　
　

あ
あ
こ
れ
昔
、
忠
孝
の
士
。

安
有
今
日
負
君
親　
　
　
　
　

い
ず
く
ん
ぞ
あ
ら
ん
、
今
日
君
親
の
負
。

「
次
」
は
、
先
の
詩
に
続
け
て
詩
作
す
る
の
意
。
こ
こ
で
は
、
秋
月
悌
次
郎
の
、
北
越

潜
行
詩
に
続
け
て
、
囚
人
車
に
乗
せ
ら
れ
て
い
る
時
の
作
の
意
。

【
大
意
】
内
奸
を
除
こ
う
と
し
た
た
め
、
家
を
顧
み
る
い
と
ま
が
あ
ろ
う
か
。
軍
陣

の
門
前
檄
文
を
草
し
た
が
文
字
は
乱
れ
た
。
市
街
地
で
の
挙
兵
は
、
我
が
志
で
は
な

い
。
騎
虎
の
勢
い
だ
、
歎
く
に
及
ば
な
い
。
昔
す
べ
て
世
に
み
な
ぎ
る
妖
気
を
払
い
、

天
日
は
あ
か
あ
か
と
輝
い
た
。
そ
の
功
績
で
、
幾
た
び
も
詔
書
が
下
り
ほ
め
ら
れ
た
。

自
分
を
見
る
と
人
々
は
、
平
伏
し
、
騎
馬
の
者
は
、
下
馬
し
た
。
軍
鼓
を
な
ら
し
、

兵
を
お
さ
め
て
王
城
に
入
る
。
今
は
、
毎
朝
、
冠
を
正
す
囚
人
の
身
で
あ
る
。
昔
を

思
え
ば
手
ぬ
ぐ
い
が
涙
に
濡
れ
る
。
こ
れ
が
か
つ
て
の
忠
孝
の
士
だ
。
ど
こ
に
君
や

親
の
期
待
に
こ
た
え
る
自
分
が
あ
ろ
う
。

【
付
】
秋
月
悌
次
郎
略
歴

・
文
政
七
年
七
月
二
日　

生
ま
れ
る
。
父
は
会
津
藩
士
丸
山
胤
道
、
百
五
十
石
。

・
天
保
四
年　

藩
学
日
新
館
に
入
る
。

・�

弘
化
元
年　

昌
平
坂
学
問
所
書
生
寮
に
入
る
。（
嘉
永
三
年　

書
生
寮
舎
長
助
役
と
な
り

三
口
米
を
給
さ
れ
る
。
同
六
年　

書
生
寮
舎
長
、
五
口
米
。
安
政
三
年　

舎
長
を
辞
し
、

退
寮
。
官
版
五
部
を
得
る
。）

・�

安
政
六
年　

こ
の
年
よ
り
万
延
元
年
ま
で
、
上
方
、
西
国
漫
遊
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ

る
。
藩
命
に
よ
り
、
観
光
集
七
巻
、
列
藩
明
君
賢
臣
事
実
十
巻
を
著
す
。

・�

文
久
元
年　

兄
丸
山
胤
昌
歿
。
こ
の
年
、
藩
主
松
平
容
保
京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ

る
。
閏
八
月
、
先
発
を
命
じ
ら
れ
京
都
に
お
い
て
儒
者
見
習
い
と
な
り
侍
講
を
兼
ね
る
。

十
二
月
、
公
用
局
の
一
員
と
な
る
。

・
元
治
元
年
三
月
、
職
を
解
か
れ
若
松
に
帰
る
。

・
慶
応
元
年
七
月
、
蝦
夷
代
官
と
な
る
。
妻
を
娶
り
、
西
蝦
夷
斜
里
に
赴
く
。

・�

同
二
年
十
二
月
、
藩
命
に
よ
り
斜
里
を
出
発
、
翌
年
三
月
京
都
に
戻
り
、
旧
職
に
復
す
。

（
四
十
三
歳
）

・�

慶
応
四
・
明
治
元
年
正
月
、
藩
主
松
平
容
保
に
従
い
江
戸
に
戻
り
、
次
い
で
会
津
に
帰

る
。
三
月
、
幌
役
と
な
り
水
原
、
長
岡
等
に
奔
走
。
後
会
津
若
松
城
に
入
り
、
副
軍
事

奉
行
と
な
る
。
開
城
の
交
渉
等
に
尽
力
し
、
開
城
後
は
猪
苗
代
に
謹
慎
。
謹
慎
中
十
月

七
日
、
北
越
に
出
発
、
十
一
月
三
日
帰
着
。
十
二
月
十
三
日
猪
苗
代
出
発
、
二
十
六
日

東
京
着
、
揚
屋
入
り
。
十
二
月
二
十
九
日
、
細
川
氏
に
御
預
け
。

・�

明
治
二
年
六
月
十
日　

松
平
範
次
郎
に
永
御
預
け
。
四
谷
屋
敷
に
移
り
、
六
月
二
十
二

日
東
京
出
発
、
七
月
五
日
、
高
須
着
。

・�

明
治
四
年
十
月
十
三
日
、
高
須
か
ら
名
古
屋
に
移
さ
れ
、
十
一
月
一
日
青
森
県
に
移
さ

れ
、
斗
南
の
自
宅
謹
慎
と
な
る
。

・�

明
治
五
年
一
月
六
日
、
許
さ
れ
る
。
三
月
二
十
四
日
、
左
院
少
議
生
に
任
じ
ら
れ
東
京

に
赴
く
。（
月
給
七
十
円
）

・
明
治
八
年
十
一
月
、
官
を
辞
し
て
若
松
に
帰
る
。

・�
明
治
十
三
年
一
月
四
日
、
母
歿
。
四
月
出
京
。
こ
の
年
、
斯
文
学
舎
学
監
と
な
る
。

・�

同
十
四
年　

教
導
職
試
補
。
以
後
、
中
教
正
・
文
部
省
御
用
掛
・
東
京
大
学
予
備
門
教

諭
を
歴
任
。

・�

同
十
九
年　

第
一
高
等
中
学
校
教
諭
。
九
月
、
塚
原
六
助
（
胤
継
）
を
養
子
と
す
る
。

こ
の
年
、
次
男
浩
次
、
ア
メ
リ
カ
に
行
く
。
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一
一

・
同
二
十
一
年　

妻
美
栄
死
す
。

・
同
二
十
二
年　

第
一
高
等
中
学
校
教
諭
辞
職
。（
六
十
六
歳
）

・�

同
二
十
三
年
四
月　

本
家
筋
の
丸
山
ウ
ラ
セ
（
七
十
歳
）
と
再
婚
。
九
月　

第
五
高
等

中
学
校
教
授
。

・
同
二
十
八
年　

退
職
。
会
津
若
松
に
帰
る
。

・
同
三
十
二
年　

東
京
に
移
る
。

・
同
三
十
三
年
一
月
五
日　

歿
。（
七
十
七
歳
）

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
四
日
、
秋
月
悌
次
郎
顕
彰
会
主
催
の
第
十
四

回
秋
月
悌
次
郎
詩
碑
碑
前
祭
に
お
け
る
講
演
の
一
部
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
。
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